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＜巻頭言＞ 

牧師 郭永東 

人間は関りを持ちながら生きてい
ます。どの人も独りで生きることはで
きません。ですからアリストテレス
は、人間は社会的動物だと言ったでし
ょう。神様は人間をコミュニケーショ
ンを取りながら生きるように創造さ
れたのです。  
① 神様とのコミュニケーション  
人間が創造されて初めてコミュニ
ケーションを取った相手は神様です。
イザヤ 43:21 で 「わたしはこの民を
わたしのために造った。彼らはわたし
の栄誉を語らねばならない。」と人間
創造の目的が語られています。つま
り、神様を賛美しながら、神様とコミ
ュニケーションを取ることが私たち
が存在する理由です。  
② 周りとのコミュニケーション  

神様はアダムが周りにある動物、植物
とコミュニケーションを取ることを
願っておられました。また、一人でい
るアダムのためにエバを造られまし
た。アダムにエバを与えられた理由は
アダムが寂しがったからではありま
せん。神様と共にいることは、全て満
たされている状態なので、アダムに満
足がなかったわけではありません。そ
れでも、神様がアダムにエバを与えら
れたのは、周りの人々をコミュニケー
ションを取りながら生きることを願
っておられたからです。    

 結局、私たちにはこの二つの関係が
人生の核心となります。愛する皆さ
ん、周りに会話が必要だったり、助け
が必要な人に愛の手をさし伸ばして
みてはいかがでしょうか。もしかする
と、その助けやコミュニケーションを
切実に待っているのではないでしょ
うか。益々個人化されていく世の中
で、信仰を持つクリスチャンとなるこ
とを祈ります。 
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ファミリｰ礼拝 
 

聖 書：Ⅰヨハネ 2：1-17 

ﾒｯｾｰｼﾞ：「イエスが歩まれたように」     


